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エイの淡水適応を支える驚異の腎機能 

――脊椎動物の中でも屈指の尿排出能力―― 

 

発表のポイント 

◆独自に開発した採尿装置を用いて、アカエイが海水から淡水へ移行する際に、尿量を約 90 倍

も増加させることを明らかにしました。 

◆アカエイの単位時間あたりの尿量は脊椎動物の中でも突出して多く、その背景として、腎臓

の糸球体ろ過量増加と分節特異的な水チャネル遺伝子の発現制御の関与を明らかにしました。 

◆魚類の環境適応や腎機能の多様性について理解を深める重要な知見であり、腎臓疾患に関す

る研究などの応用分野への貢献も期待されます。 

採尿中のアカエイ 

 

発表内容 

東京大学大学院理学系研究科の油谷直孝大学院生（研究当時）と同大学大気海洋研究所の髙

木亙助教、兵藤晋教授、国立遺伝学研究所の工樂樹洋教授、岡山大学学術研究院環境生命自然

科学学域（理学部附属臨海実験所）の坂本竜哉教授、同大学総合技術部教育支援技術課の齊藤

和裕技術専門職員らの共同研究グループは、海水と淡水を行き来できるアカエイ（Hemitrygon 

akajei）の尿量調節メカニズムを分子レベルで詳細に明らかにしました。 
板鰓類（サメ類とエイ類）の中には、海水と淡水の両方に適応できる「広塩性」を獲得した

種が存在します。彼らは塩をほぼ含まない淡水環境（浸透圧（注 1）= 約 0 mOsm/kg）でも、非

常に高い体液浸透圧（約 600 mOsm/kg）を維持することが知られており、環境との浸透圧差に

よって絶えず体内に水が流入します。そのため、淡水中では過剰な水を効率良く排出する必要

がありますが、実際にどの程度の水が、どのような仕組みで排出されているかは不明でした。 
 
▼発表内容の続きは、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2025/20250821.html  
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関連情報                                         

「プレスリリース：アカエイの淡水進出を可能にする腎機能の解明――なぜエイ類にはサメ類

よりも汽水域や淡水域に生息する種が多いのか？――」（2022/8/9） 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2022/20220809.html  
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